
学校英語教育の今後を考える
～英語授業の基本再考

新しい
時代の

英語教
育を

一緒に

学びませ
んか？

京都外国語大学
1号館171教室13：00～17：10

2014年11月23日（日・祝）

第1部：パネリストによる問題提起及び討論「英語授業の基本は何か」
公開講座内容

パネリスト： 鈴木　寿一
杉本　義美
采野　敦子
作田　真一
黒川　愛子

（京都外国語大学教授）

（京都外国語大学教授）

（京都外国語大学非常勤講師：京都外国語大学大学院博士前期課程修了）

（兵庫県立姫路飾西高等学校教諭）

（京都教育大学附属桃山中学校教諭：京都外国語大学大学院博士後期課程在籍）

第2部：講演  「今後の学校英語教育の方向を考える」
斎藤　栄二 （京都外国語大学教授）

参加費無料 どなたでも参加できます

■問い合わせ先　京都外国語大学国際言語平和研究所
　　　　　　　　〒 615-8558　京都市右京区西院笠目町6　
　　　　　　　　TEL: 075-322-6054　FAX: 075-322-6245　
　　　　　　　　E-mail:gengo@kufs.ac.jp

■主催　京都外国語大学大学院　■共催　京都外国語大学国際言語平和研究所

■申し込み　当日参加も可能ですが定員に限りがありますので事前に下記までお申し込み下さい

定員150名

昨年末、文部科学省より、「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」が発表され
ました。その計画では、小学校における英語教育の拡充強化、中・高等学校における英語
教育の高度化など、小学校、中学校、高等学校を通じた英語教育全体の抜本的充実を図
る、ということを大きな目標として掲げています。その中心は何といっても「コミュニケー
ション能力の育成」を中心に据えた英語教育の展開にあります。その中で、昨今「英語の
授業は英語で行うことを基本とする」ということが大きくクローズアップされています。
今現場では、すべての英語教育指導者が、「英語で授業を行うこと」の本質は何か、
また、「コミュニケーション能力の育成を目指す授業」における基本となるものは何か
を明確に理解し、かつ生徒が学習する喜びを感じ、さらに学び続ける態度を身に付ける
ためにはどんな授業をしていけばいいのかということをいつも暗中模索している状況で
はないでしょうか。
そこで今回の公開講座では、このような状況を鑑みて、日々の英語授業の基本となる
ものは何か、また、英語で授業を行うということの本質は何か、具体的にどう授業を
組み立てていけばいいのか等について、基本に戻って考えてみたいと思います。

京都外国語大学
大学院公開講座


